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本事業の対象地域では、平成 13 年に雨水北幹線第 1 号管渠が供用した後、阪急京都線洛

西口駅が平成15年に、JR西日本東海道本線(JR京都線)桂川駅が平成20年に開業している。 

阪急京都線（洛西口駅付近）連続立体交差化事業（平成 18 年度～平成 27 年度）、向日市

阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業（平成 20 年度～平成 26 年度）、キリンビール京都工

場跡地では大規模商業施設の 

建設が進められている。 

このように、府民や来訪者 

の生命・財産を守る必要性が 

高まっており、うるおいある 

都市生活が営まれる地域とし 

て、災害に強く安全な暮らし 

を守るまちづくりの推進に本 

事業は寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【図－19 向日市における各種事業】 

 

４ 事業を巡る社会経済情勢等の変化 
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（1）地球環境・自然環境 

対象地域にある桂川、西羽束師川等は、都市に存在する貴重な水辺空間であり、

河川生態系を保持する必要がある。 

本事業は、既成市街地の道路等の地下空間を利用し、河川の水位が異常に上昇し

た場合、その水を下水管渠に受け入れるものであり、環境に与える影響は極めて少

さい。 

 
（2）生活環境 

向日市が実施した市民意識調査結果によると、北幹線第 1 号管渠の排水区域に含

まれる物集女
も ず め

地域では、高い評価を得た行政施策として｢浸水対策｣が上位 2 位にラ

ンクしている。これは、平成 13 年 6 月から供用開始している北幹線第 1 号管渠に

より良好な生活環境が形成されたことを評価した結果と考えられる。 

 

【表－6 浸水対策施策を高く評価する物集女地域】 

 

【出典】2008(平成 20)年度 向日市民まちづくりアンケート 集計結果報告 

５ 良好な環境の形成・保全・変化 

北幹線第 1 号管渠

【図－20 雨水北幹線第 1 号管渠と物集女地域】 
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（1）南幹線の早期整備 

北幹線は、貯留機能と流下機能を合わせて本来の機能を発揮する。現在は貯留機能

しか有しておらず、流下機能を確保し、計画規模の降雨に備えるためには、南幹線の

早期整備が求められている。 

 

（2）流域関連公共下水道の整備 

本事業の効果を十分に発揮するためには、排水区域に降った雨を幹線管渠へ速やか

に流入させることが重要である。そのため、流域関連公共下水道の整備を本事業の実

施と併行して計画的に推進する必要がある。 

 

（3）流域住民の啓発 

いろは呑龍トンネルは、浸水被害軽減を図ることを目的としているが、計画規模を

超える降雨時には、浸水被害を完全に防止することは困難である。 

このため、流域住民に対しては、これまでの事業効果のＰＲや管理状況の情報発信

だけではなく、計画規模を超える降雨時には浸水被害が発生するおそれがあり、その

際には引き続き自助
じ じ ょ

※14が重要であることを啓発することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 桂川右岸流域下水道事業（雨水対策事業）は、都市化の進展が著しく都市機能が集積し

た地域で、府と関係市が一体的かつ重点的に取り組んでいる事業である。 

 現在、北幹線が整備された地域では浸水被害が大幅に軽減しており、事業目的は達成さ

れている。 

 しかし、南幹線が未整備の現状においては、北幹線とこれらの施設が一体化することで

得られる流下機能による浸水被害軽減効果が発揮できていない。引き続き南幹線の整備を

推進する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 総合評価  

６ 改善措置の必要性や今後の課題など 
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桂右－評価シート－１
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桂右－評価シート－１桂右－評価シート－２



 桂右－状況写真－１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪急 桂駅 

京都市 
(西京区) 
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阪急 西向日駅 

JR 桂川駅 
阪急 洛西口駅 

小
畑
川 

桂 

川 

京都市 
(南区)  

京都市 
(伏見区) 

長岡京市 

JR 長岡京駅 

②雨水北幹線第 2 号管渠供用中（径3.0ｍ）

④乙訓ポンプ場 到達部 供用中 

③雨水北幹線第 3 号管渠供用中（径6.1ｍ）

⑤雨水南幹線（管渠施工予定箇所） 

至･呑龍ポンプ場 
（洛西浄化センター）
 

①雨水北幹線第 1 号管渠供用中（径8.5ｍ）

④乙訓ポンプ場 外観 供用中 

桂川右岸雨水対策事業整備状況  

1 

※計画排水区域：下水道により下水（雨水）を排除する区域 

2 

３

４

桂川右岸雨水対策事業整備状況（残工事箇所） 

５
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 桂右－状況写真－２

平成 25 年 9 月 JR 向日町駅南側 

浸水状況（向日市） 

平成 20 年 7 月 府道伏見向日線JR横断部 

幼稚園バス浸水状況（向日市） 

平成 25 年 9 月 第 4 向陽小学校前 

浸水状況（向日市） 

人家連担 

（向日市内の寺戸川） 

鉄道横断部 

(寺戸川と阪急電鉄交差部） 

平成 10 年 8 月 府道伏見柳谷高槻線 

浸水状況（長岡京市） 
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桂右－参考資料－ 

参考資料①：下水道と河川の役割 

 

（１）下水と下水道 

○下水（げすい） 

生活若しくは事業（耕作の事業を除く。）に起因し、若しくは付随する廃水

（汚水）又は雨水をいう。本事業（雨水対策事業）では、雨水のことを指す。 

 

○下水道（げすいどう） 

  下水を排除するために設けられる排水管、排水渠その他の排水施設（かん

がい排水施設を除く。）、これに接続して下水を処理するために設けられる処

理施設又はこれの処理を補完するために設けられるポンプ施設その他の施設

の総体をいう。 

 

（２）下水道と河川の役割 

   下水道は、安全・安心なくらし等を実現するため、汚水の排除・処理に

よる生活環境の改善を図る役割とともに、市街地に降った雨水（内水）を

河川に排除または一時貯留し浸水を防除する役割を担っています。 

河川は、排水された雨水や川の水（外水）を市街地に氾濫させないよう

に流下させる役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－１ 下水道の役割（国土交通省ホームページから）】 

川へ

○下水道 → 内水対策 → 市街地に降った雨を河川に排水 

○河川 → 外水対策 → 河川に排水された雨を下流に流す 

 

 

 

河川へ 
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桂右－参考資料－ 

参考資料②：用語集 

 

※１ 総雨量（そううりょう） 

   降り始めから降り終わりまでの累計雨量のこと。 

ただし、無降雨（雨量０㎜）が２４時間以上続くと、雨量を再度０㎜か

ら累計する。 

 

※２ 流域下水道（りゅういきげすいどう） 

   ２以上の市町村の公共下水道により排除される下水を受けて、これを処

理する、又は河川等に放流するために、原則として都道府県が管理する下

水道。 

 

※３ 流域関連公共下水道（りゅういきかんれんこうきょうげすいどう） 

   主として市街地における下水を排除するために原則として市町村が管理 

する下水道で、流域下水道に接続するものであり、かつ排水施設の相当部 

分が暗渠であるものをいう。 

 

※４ 幹線管渠（かんせんかんきょ） 

   下水道排除施設の骨格をなす管路、ポンプ場計画を策定するための中心

的な管渠 

 

※５ 排水ポンプ場（はいすいポンプじょう） 

   雨天時に管渠を流下してきた排水区域内の雨水を、河川等に放流するた

めに設けられるポンプ場 

 

 

 

※６ 計画排水区域（けいかくはいすいくいき） 

   下水を排除することを計画している区域 

 

※７ 計画対象降雨（けいかくたいしょうこうう） 

   雨水事業で整備する施設の規模を計画する際に用いる設計上の基準とな

る降雨をいう。 

 

乙訓ポンプ場（上面から） 

管渠 

ポンプ場内 
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桂右－参考資料－ 

※８ 対策量（たいさくりょう） 

   浸水を防除するための流出抑制量であり、本事業では、貯留（雨水を 

地下トンネルに貯める）や流下（雨水を地下トンネルから河川に流す） 

によって対策する量をいう。 

 

※９ 都市計画決定（としけいかくけってい） 

   都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、都市計画法に基づき都市

計画審議会の審議等を経て、都市施設の位置等を定めるもの。下水道は、

都市計画に定められるべき都市施設の一つ。 

 

※１０ 時間最大雨量（じかんさいだいうりょう） 

   ある時刻から 1 時間の間に降った雨の量を時間雨量といい、そのうち最

大のもの。 

 

※１１ 二次元氾濫解析（にじげんはんらんかいせき） 

   水路等から溢れた雨水が地表面に広がり、面的に浸水が発生する現象を

解析すること。 

  

※１２ キャリブレーション 

   浸水シミュレーションのモデルが、実績の降雨に対して、雨水の流出量

や浸水範囲、浸水継続時間、浸水深など、浸水区域の状況を的確に再現で

きるよう諸元・パラメータを調整すること。 

 

※１３ 堆積土砂（たいせきどしゃ） 

   管渠の中に流入し、その後、管底に堆積する土砂。 

 

※１４ 自助（じじょ） 

   各種災害による被害を最小限に抑えるための方針として、近年、広まり

つつある考え方 

・自助 ： 自分を守る行動 

・共助 ： 自分ひとりでは対応できない状況になったときに頼ること、

あるいは、自分が可能ならば周囲の人を手助けする行動 

・公助 ： 行政機関や各種ライフライン企業による事前対策や事後対応

(復旧活動)など 

 


